
内
閣
衆
質
一
五
六
第
八
七
号

平
成
十
五
年
六
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
川
田
悦
子
君
提
出
Ｉ
Ｌ
Ｏ
結
社
の
自
由
委
員
会
に
対
す
る
政
府
の
追
加
情
報
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
五
年
六
月
二
十
七
日
受
領

答

弁

第

八

七

号



衆
議
院
議
員
川
田
悦
子
君
提
出
Ｉ
Ｌ
Ｏ
結
社
の
自
由
委
員
会
に
対
す
る
政
府
の
追
加
情
報
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
各
種
証
拠
」
の
う
ち
主
要
な
も
の
は
、
�
職
場
規
律
の
改
善
状
況
に
つ
い
て
日
本
国
有
鉄
道
が
昭
和
六
十
年

十
二
月
に
取
り
ま
と
め
た
「
第
八
次
総
点
検
結
果
に
つ
い
て
」
、
�
国
鉄
労
働
組
合
及
び
全
国
鉄
動
力
車
労
働
組
合
（
以
下

「
全
動
労
」
と
い
う
。
）
組
合
員
の
不
良
な
勤
務
態
度
に
つ
い
て
の
中
央
労
働
委
員
会
に
お
け
る
平
成
元
年
七
月
二
十
七
日

の
松
田
昌
士
氏
並
び
に
同
年
九
月
七
日
及
び
十
月
三
十
一
日
の
清
水
英
朗
氏
の
証
言
並
び
に
�
全
動
労
組
合
員
の
処
分
状
況

等
が
記
載
さ
れ
た
「
全
動
労
の
闘
争
実
施
概
況
及
び
処
分
一
覧
表
（
五
十
九
年
〜
六
十
年
）
」
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
答
弁
書
の
引
用
部
分
は
、
法
令
上
、
労
働
委
員
会
は
、
個
別
の
不
当
労
働
行
為
事
件
の
申
立
て
に
関
し
て
調
査

及
び
審
問
を
行
い
、
命
令
を
発
出
す
る
権
限
を
独
立
し
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
不
当
労
働
行
為
審
査
制
度
を
所
管
す

る
厚
生
労
働
省
は
、
労
働
委
員
会
が
行
う
当
該
権
限
の
行
使
に
つ
い
て
指
揮
監
督
を
行
う
権
限
と
責
任
を
有
し
な
い
こ
と
を

述
べ
た
に
す
ぎ
ず
、
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

一



三
及
び
四
に
つ
い
て

国
際
労
働
機
関
の
結
社
の
自
由
委
員
会
に
提
出
し
た
追
加
情
報
は
、
旧
日
本
国
有
鉄
道
総
裁
の
国
会
に
お
け
る
説
明
だ
け

で
は
な
く
、
中
央
労
働
委
員
会
又
は
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
各
種
証
拠
等
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 二


